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新
規
就
農
者
激
励
会

新
規
就
農
者
激
励
会

令
和
５
年
度
農
業
後
継
者

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
担
う
二
名
の
門
出
を
祝
う

　

新
た
に
農
業
後
継
者

及
び
新
規
就
農
さ
れ
た

方
々
を
対
象
に
例
年
行

わ
れ
て
い
る
新
規
就
農

者
激
励
会
が
六
月
十
三

日
、「
金
亀
亭
」
に
て

開
催
さ
れ
た
。
昨
年
一

員
会
高
木
会
長
か
ら
対
象
者
へ
激

励
の
挨
拶
を
行
っ
た
。
続
い
て
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
四
連
・
全
共
連
連
名

に
よ
る
激
励
状
と
記
念
品
が
大
道

専
務
理
事
よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。
そ

の
後
新
規
就
農
者
か
ら
の
挨
拶
が

行
わ
れ
「
一
人
の
農
業
者
と
し
て

の
自
覚
を
持
ち
、
上
士
幌
町
農
業

に
大
き
く
貢
献
で
き
る
様
に
様
々

な
技
術
習
得
に
励
み
立
派
な
農
業

経
営
を
行
っ
て
い
け
る
よ
う
頑
張

っ
て
い
き
た
い
。」
と
決
意
を
述

萩
ケ
岡

　
・
猪　

狩　

裕　

平

 

（
合
同
会
社

　
猪
狩
牧
場
）

　
・
猪　

狩　

琴　

乃

 

（
合
同
会
社

　
猪
狩
牧
場
）

べ
た
。
最
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
、

大道専務挨拶大道専務挨拶

猪狩　裕平さん猪狩　裕平さん

猪狩　琴乃さん猪狩　琴乃さん

新規就農者激励会様子新規就農者激励会様子

新
規
就
農
者

月
か
ら
十
二
月
迄
に
就
農
及
び
令

和
五
年
三
月
に
新
規
学
卒
者
で
就

農
さ
れ
た
方
を
対
象
に
当
日
は
二

名
の
方
が
出
席
し
た
。

　

は
じ
め
に
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
大
道

専
務
理
事
よ
り
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

上
士
幌
町
杉
原
副
町
長
、
農
業
委

す
る
思
い
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
語

り
合
う
場
面
が
見
ら
れ
た
。

会
食
で
は
こ
れ
か
ら
の

農
業
経
営
や
農
業
に
対
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組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
に
は
、
日
々

の
営
農
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
敬
意
を

表
し
ま
す
。
ま
た
、
平
素
は
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運

営
に
対
し
ま
し
て
、
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

去
る
六
月
二
十
日
、
道
連
合
会
の
役
員
改
選

に
あ
た
り
ま
し
て
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
の
副

会
長
に
推
薦
さ
れ
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
既
に
ご
存

知
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
去
る
六

月
二
十
二
日
に
代
表
理
事
組
合
長
の
職
を
後
進

に
委
ね
、
七
月
十
九
日
を
も
っ
て
会
長
理
事
に

就
任
致
し
ま
し
た
。
代
表
理
事
組
合
長
在
任
中

は
、
公
私
に
わ
た
り
格
別
の
ご
高
配
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
し
た
こ
と
に
衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
に
お
き
ま
し
て
は
非

常
勤
と
は
な
り
ま
す
が
、
会
長
理
事
と
し
て
常

勤
理
事
と
と
も
に
農
協
運
営
に
専
心
努
力
い
た

す
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
何
卒
変
わ
ら

ぬ
ご
厚
誼
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
現
下
の
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

誠
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
国
内
に
お
い

て
は
人
口
減
少
が
進
み
、
あ
わ
せ
て
農
村
部
で

は
農
業
者
の
減
少
に
歯
止
め
が
き
か
な
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
極
端
な
豪
雨
や
記
録
的

な
高
温
な
ど
頻
発
す
る
異
常
気
象
が
常
態
化
し

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
会
経
済
活
動

が
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
正
常
化
し
つ
つ
あ
る
中
、
長

期
化
し
た
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な

ど
の
国
際
紛
争
が
相
重
な
り
、
生
乳
の
需
給
緩

和
や
肥
料
・
飼
料
・
燃
油
の
ほ
か
あ
ら
ゆ
る
生

産
資
材
の
高
騰
を
招
き
、
特
に
酪
農
畜
産
業
に

と
っ
て
は
死
活
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
想
定
し
得
な
い
レ
ベ
ル
で
農
業

情
勢
が
変
化
し
て
い
る
中
、
現
在
政
府
に
お
い

て
は
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
見
直
し
に

向
け
た
議
論
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
基
本

法
は
、
食
料
の
安
定
確
保
、
農
業
の
多
面
的
機

能
の
発
揮
、
農
業
の
持
続
的
な
発
展
と
農
村
の

振
興
を
基
本
理
念
に
お
い
た
農
政
の
方
向
性
を

示
す
も
の
で
あ
り
、
制
定
か
ら
約
二
十
五
年
が

経
過
し
て
お
り
ま
す
。
世
界
的
な
食
料
情
勢
と

食
料
安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
の
変
化
、
地
球
環

境
問
題
な
ど
の
急
速
な
変
化
を
踏
ま
え
農
業
者

の
声
を
国
に
届
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｊ

Ａ
北
海
道
中
央
会
は
、
こ
れ
ら
農
業
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
つ
い
て
解
決
す
る
た
め
の
機
関
で

も
あ
り
ま
す
。
浅
学
菲
才
の
身
で
は
あ
り
ま
す

が
、
日
本
農
業
、
北
海
道
農
業
を
守
る
た
め
に

全
身
全
霊
で
職
務
を
全
う
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
。

　

一
方
、
本
町
の
農
業
は
、
春
耕
期
か
ら
天
候

に
恵
ま
れ
、
自
然
災
害
等
の
影
響
も
な
く
、
牧

草
や
小
麦
の
収
穫
な
ど
現
在
ま
で
順
調
に
推
移

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
大
き
な
災
害
等
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
豊
穣
の
出
来
秋
が
迎
え
ら
れ

ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
前
述
し
ま
し
た
よ
う

に
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
で
す
。
し
か
し
、
先
人
達
も
こ
の
よ
う
な
幾

多
の
困
難
を
乗
り
越
え
現
在
の
上
士
幌
町
農
業

を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
我
々
も
こ
の
素
晴

ら
し
い
産
業
を
次
代
に
継
承
し
て
行
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
組
合
員
の
皆
様
に
は
今
一
度

Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
に
結
集
頂
き
た
く
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
そ
し
て
組
合
員
と
役
職
員
と

が
一
丸
と
な
っ
て
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
て
行

く
こ
と
を
宣
言
し
、
会
長
理
事
就
任
に
あ
た
っ

て
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

就
任
就
任
のの
ご
挨
拶

ご
挨
拶

会
長
理
事

 

小
　
椋
　
茂
　
敏

行
事
予
定

９
月

５
日　
　
　

和
牛
市
場

８
日　
　
　

飼
料
定
配

11
日　
　
　

乳
牛
市
場

14
日　
　
　

育
成
牛
市
場

９
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

19
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

26
日　
　
　

乳
牛
市
場

10
月

４
日　
　
　

和
牛
市
場

10
日　
　
　

飼
料
定
配

10
日　
　
　

乳
牛
市
場

12
日　
　
　

育
成
市
場

10
月
中
旬　

農
業
廃
プ
ラ

18
日　
　
　

Ｆ
１
市
場

24
日　
　
　

乳
牛
市
場

25
日　
　
　

飼
料
定
配

31
日　
　
　

馬
市
場
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十勝総合畜産共進会十勝総合畜産共進会第52回

　

第
五
十
二
回
十
勝
総
合
畜
産

共
進
会
が
十
勝
農
協
連
主
催
で

七
月
十
三
日
～
十
四
日
に
音
更

町
の
十
勝
農
協
連
家
畜
共
進
会

会
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

本
町
か
ら
も
丹
精
込
め
て
育

て
ら
れ
た
肉
用
牛
四
頭
・
種
馬

二
頭
が
選
抜
さ
れ
た
。

　

審
査
員
は
、（
一
社
）
北
海

道
酪
農
畜
産
協
会
家
畜
登
録
改

良
部
部
長
岸
大
輔
氏
と
、（
独
）

家
畜
改
良
セ
ン
タ
ー
十
勝
牧
場

業
務
第
二
課
馬
係
長
田
中
翔
子

氏
が
行
い
、
手
際
良
く
優
秀
家

畜
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
た
。

　

結
果
、
本
町
の
出
品
牛
で
は

第
十
八
部
・
第
二
十
部
に
出
品

し
た
㈲
遠
山
農
場
の
「
ひ
め
み

つ
」
と
「
や
す
こ
」
が
二
等
一

席
、
出
品
馬
で
は
重
種
馬
三
才

以
上
（
子
付
）
の
部
に
出
品
し

た
鈴
木
義
尚
氏
の
「
優
姫
」
が

一
等
と
最
高
位
を
獲
得
し
全
道

共
進
会
の
出
場
資
格
を
獲
得
し

た
。

20部　２等１席20部　２等１席
㈲遠山農場　出品牛　やすこ㈲遠山農場　出品牛　やすこ

18部　３等18部　３等
藤屋　信幸氏　出品牛　ひでさだちよ藤屋　信幸氏　出品牛　ひでさだちよ

種馬の部　最高位　鈴木　義尚氏　出品頭　優姫種馬の部　最高位　鈴木　義尚氏　出品頭　優姫
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第52回　十勝総合畜産共進会　出品畜入賞結果
開催日　令和５年７月13日・14日

肉用牛の部

順　位 部門 名　　　　号 生年月日
父
母

母の父
出 品 者

最 高 位 20 つ　む　ぎ Ｒ４.６.４
大山雲
うらら
花国安福

十勝池田町
大木　勝彦

準 最 高 位 18 もり５２７６ Ｒ４.８.14
秋忠平

もり５１５８
美津照重

本別町
東野　孝男

若雌１の部
最 優 秀 賞 20 つ　む　ぎ Ｒ４.６.４

大山雲
うらら
花国安福

十勝池田町
大木　勝彦

若雌２の部
最 優 秀 賞 21 りゅうふく Ｒ４.４.１

花之福
りゅうひら
勝平１

豊頃町
安藤　　誠

経産牛の部
最 優 秀 賞 23 あ　ん　な Ｒ３.３.28

秋忠平
ひさか
安福久

十勝池田町
多田　隆弥

群出品の部
最 優 秀 賞 27

つ　む　ぎ Ｒ４.６.４
大山雲
うらら
花国安福

十勝池田町
大木　勝彦

さ　り　な Ｒ４.４.18
大山雲
さくら
美国桜

十勝池田町
武田　大治

きよだいせん Ｒ４.３.31
大山雲

きよきたひら
北平安

十勝池田町
清水　孝悦

本町出品牛

順　位 部門 名　　　　号 生年月日
父
母

母の父
出 品 者

３ 18 ひでさだちよ Ｒ４.８.24
英　貞
ちよかつ
千代桜

藤屋　信幸

３ 18 さきさくら Ｒ４.８.７
勝早桜５
さきまる
幸紀雄

㈲遠山農場

２－１ 18 ひ め み つ Ｒ４.７.23
福之姫

みつてつこ
美津照重

㈲遠山農場

２－１ 20 や　す　こ Ｒ４.５.11
安福久
はるか
百合茂

㈲遠山農場

種馬の部

順　位 部門 名　号 品種 毛色 性別 生年月日 父
母 出 品 者

最高位 34 優　姫 日輓 鹿毛 雌 Ｈ24.３.11 キタノイチオク
昭力姫 鈴木　義尚

本町出品馬

順　位 部門 名　号 品種 毛色 性別 生年月日 父
母 出 品 者

１ 34 優　姫 日輓 鹿毛 雌 Ｈ24.３.11 キタノイチオク
昭力姫 鈴木　義尚

２ 34 ミチノク
シバサクラ 日輓 鹿毛 雌 Ｈ24.３.12 キタノイチオク

桜　栄 鈴木　義尚

第18回北海道総合畜産共進会出場権獲得



Ｊ Ａ か み し ほ ろ令和５年９月１日 第437号（ ）5

家
の
光

　

健
康
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

始
め
て
み
た
け
れ
ど
、
効
果
が
出

な
い
、
体
を
痛
め
て
し
ま
っ
た
と

い
う
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
「
最

も
た
い
せ
つ
な
の
は
、
ふ
だ
ん
の

立
ち
方
と
歩
き
姿
勢
」
と
話
す
の

は
、
一
生
自
分
の
足
で
歩
く
た
め

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
提
唱
・
指
導

す
る
黒
田
美
恵
子
さ
ん
。
続
け
ら

れ
る
コ
ツ
や
適
し
た
シ
ュ
ー
ズ
の

選
び
方
を
教
わ
り
ま
す
。

10
月
号
予
告

一
生
自
分
の
足
で
歩
く
た
め

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
座

　

物
価
高
騰
の
な
か
、
手
軽
に
食

べ
ら
れ
る
お
む
す
び
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
見
た
目
も
味
も
楽
し

め
る
「
創
作
お
む
す
び
」
の
作
り

方
を
料
理
研
究
家
が
提
案
。
著
名

人
や
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
グ
ル
ー
プ
の

作
品
を
紹
介
し
つ
つ
、
米
や
水
田

の
役
割
に
つ
い
て
も
解
説
し
ま
す
。

「
米
の
消
費
拡
大
」「
国
消
国
産
」

を
促
す
こ
と
で
食
料
安
全
保
障
確

立
へ
も
つ
な
が
り
ま
す
。

９
月
号
の
読
み
ど
こ
ろ

親
子
で
楽
し
む
！

創
作
お
む
す
び
を
作
ろ
う

みなさんお疲れさまでしたみなさんお疲れさまでした

移植作業様子移植作業様子 本所前鉢植え本所前鉢植え

ホクレンスタンド前花壇ホクレンスタンド前花壇

JAJA女性部女性部花壇花壇づくりづくり
✿花を通して心の豊かさを深めよう✿

　

Ｊ
Ａ
女
性
部
（
布
谷
桂
子
部
長
）

は
、
六
月
九
日
に
ホ
ク
レ
ン
ス
タ
ン

ド
前
の
花
壇
耕
起
、
移
植
作
業
を
行

っ
た
。

　

当
日
は
小
雨
の
中
で
の
作
業
だ
っ

た
。

　

役
員
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
構
成
に
オ

レ
ン
ジ
色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
な
ど

色
と
り
ど
り
の
花
約
千
本
が
役
員
に

よ
っ
て
綺
麗
に
植
え
ら
れ
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
画
を
一
つ
一
つ
確
認
し

な
が
ら
順
調
に
作
業
が
進
み
、
花
の

色
を
組
み
合
わ
せ
色
鮮
や
か
な
花
壇

が
完
成
し
た
。

　

こ
の
花
壇
整
備
は
女
性
部
の
重
点

目
標
で
あ
る
農
村
美
化
、
花
に
彩
ら

れ
た
明
る
い
景
観
づ
く
り
、
農
村
な

ら
で
は
の
活
き
活
き
と
し
た
生
活
空

間
を
大
切
に
、
花
を
通
し
て
心
の
豊

か
さ
を
深
め
る
た
め
毎
年
実
施
し
て

お
り
、
町
の
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
事
業
費
の
一
部
助
成
を
受
け
て
い

る
。

　

花
壇
の
草
取
り
、
給
水
等
を
各
支

部
の
当
番
制
に
よ
り
管
理
し
て
い
く
。
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すずらん会 ８月例会 「ボッチャ体験会」
開催

　ＪＡ女性部すずらん会（曽我律子会長）は８月４日、

スポーツセンターにて８月例会を開催した。

　会員12名が参加し、上士幌町教育委員会生涯学習

課菅原氏を講師に迎え、「ボッチャ体験会」が行われた。

　始めにルール説明を受けた後、４チームに分かれ実

際にゲームを行った。

　ボールの投げ方のコツや、勝つための工夫を聞きな

がら行い、ボールが投げられるたびにそれぞれのチー

ムから歓声や拍手、笑い声が響いた。

　ボッチャ体験会終了後は、一休で昼食をとり、解散

となった。講師の菅原氏によるルール説明講師の菅原氏によるルール説明

ボッチャ体験会様子ボッチャ体験会様子 一休にて昼食一休にて昼食
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■■■ＪＡ青年部畑作部会■■■

管内視察研修開催管内視察研修開催

施設案内の様子施設案内の様子

　

七
月
十
二
日
、
Ｊ
Ａ
青
年
部
畑
作

部
会
（
伊
藤
顕
太
郎
部
会
長
）
は
管

内
視
察
研
修
を
開
催
し
、
部
会
員
九

名
が
出
席
し
た
。

　

当
日
は
Ｊ
Ａ
士
幌
町
の
農
協
記
念

館
・
食
用
馬
鈴
薯
倉
庫
内
の
視
察
研

修･
農
協
内
の
見
学
を
行
い
、
田
中

政
伸
農
工
部
食
用
馬
鈴
薯
課
課
長
よ

り
倉
庫
内
の
設
備
な
ど
説
明
を
受
け

た
。
青
年
部
員
は
初
め
て
Ｊ
Ａ
士
幌

町
の
食
用
馬
鈴
薯
倉
庫
内
を
見
学
し
、

規
模
の
大
き
さ
や
取
り
組
み
な
ど
実

際
に
肌
で
感
じ
有
意
義
な
倉
庫
見
学

と
な
っ
た
。
ま
た
、
課
題
対
策
に
よ

る
物
流
効
率
化
に
向
け
た
出
荷
形
態

の
変
更
や
、
パ
レ
ッ
ト
積
み
Ｄ
Ｂ
の

荷
崩
れ
防
止
対
策
な
ど
の
検
証
結
果

や
今
後
に
お
け
る
重
点
課
題
を
説
明

頂
き
、
出
席
し
た
部
員
か
ら
質
問
や

意
見
が
飛
び
出
す
な
ど
興
味
津
々
な

様
子
で
研
修
に
参
加
し
て
い
た
。

　

視
察
研
修
を
終
え
、
伊
藤
部
会
長

は
「
今
年
も
無
事
に
視
察
研
修
を
実

施
す
る
事
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
他

町
村
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
達
と
共

通
す
る
点
や
新
し
く
学
べ
た
事
も
多
々

あ
り
、
今
後
の
営
農
活
動
に
十
分
活

か
し
て
い
き
た
い
。
と
て
も
充
実
し

た
研
修
会
を
実
施
す
る
事
が
で
き
た
。」

と
話
し
て
い
た
。
今
後
も
当
部
会
で

は
子
ど
も
農
業
体
験
事
業
や
各
種
研

修
会
、
行
事
等
を
積
極
的
に
開
催
し

て
い
く
。
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第
５
回
理
事
会

令
和
５
年
６
月
15
日

報
告
事
項

１
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

２
．
関
連
会
社
の
財
務
状
況
に
つ

い
て

３
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
業
務
執
行
体
制
の
報
告

に
つ
い
て

４
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
の
内
部
管
理
体

制
構
築
に
係
る
指
針
に
つ
い

て

５
．
令
和
５
年
度
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク

経
営
戦
略
シ
ー
ト
」
の
策
定

に
つ
い
て

６
．
第
57
回
上
士
幌
町
家
畜
品
評

会
入
賞
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

行
政
庁
に
提
出
す
る
業
務
報

告
書
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
余
裕

金
の
運
用
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

共
同
計
算
運
営
の
基
本
事
項

に
つ
い
て

議
案
第
４
号

　
　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

組
合
長
お
よ
び
専
務
理
事
職

務
代
理
者
の
順
位
決
定
に
つ

い
て

議
案
第
４
号

　
　

各
種
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

組
合
長
の
事
務
引
継
立
会
人

の
指
名
に
つ
い
て

議
案
第
６
号

　
　

定
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

第
23
回
臨
時
総
会
の
開
催
に

つ
い
て

議
案
第
８
号

　
　

第
23
回
臨
時
総
会
議
案
に
つ

い
て

議
案
第
９
号

　
　

第
23
回
臨
時
総
会
に
係
る
議

決
権
行
使
書
面
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て

議
案
第
10
号

　
　

第
23
回
臨
時
総
会
招
集
通
知

に
つ
い
て

議
案
第
11
号

　
　

種
子
馬
鈴
薯
特
別
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

議
案
第
12
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
令
和
５
年
度
地
域
懇
談
会
開

催
資
料
の
検
討
に
つ
い
て

報
告
事
項

１
．
第
１
・
四
半
期
監
査
報
告
に

　
　

つ
い
て

２
．
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

３
．
組
合
員
の
加
入
に
つ
い
て

４
．
定
款
の
認
可
に
つ
い
て

５
．
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針
に
基

づ
く
経
営
状
況
の
報
告
に
つ

い
て

６
．
営
農
貯
金
の
利
率
に
つ
い
て

７
．
農
家
施
設
資
金
の
利
率
に
つ

い
て

８
．
マ
ネ
ロ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く
ギ
ャ
ッ
プ
分
析
の
実

施
に
つ
い
て

９
．
令
和
５
年
度
農
産
物
作
付
実

測
面
積
に
つ
い
て

10
．
令
和
５
年
度
春
季
主
要
作
物

定
期
生
育
状
況
調
査
結
果
に

つ
い
て

11
．
第
１
・
四
半
期
生
乳
生
産
状

況
に
つ
い
て

12
．
第
52
回
十
勝
総
合
畜
産
共
進

会
（
肉
用
牛
の
部
・
種
馬
の

部
）
入
賞
結
果
に
つ
い
て

13
．
令
和
５
年
度
肥
料
価
格
の
設

定
に
つ
い
て

14
．
１
番
牧
草
収
穫
作
業
受
委
託

事
業
結
果
に
つ
い
て

議
案
第
１
号

　
　

会
長
の
選
任
に
つ
い
て

議
案
第
２
号

　
　

令
和
５
年
度
会
長
（
非
常
勤

理
事
）
の
報
酬
額
配
分
の
決

定
に
つ
い
て

議
案
第
３
号

　
　

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
４
号

　
　

地
区
連
絡
連
合
協
議
会
規
程

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
５
号

　
　

組
合
の
業
務
及
び
財
産
の
状

況
に
関
す
る
説
明
書
類
に
つ

い
て

議
案
第
６
号

　
　

種
子
馬
鈴
薯
専
用
コ
ン
テ
ナ

置
場
建
設
に
係
る
建
築
業
者

の
指
名
に
つ
い
て

議
案
第
７
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

　
　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

協
議
事
項

１
．
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
上
士
幌
町

役
員
道
内
視
察
研
修
会
に
つ

い
て
（
１
泊
２
日
）

理
事
会
だ
よ
り

第
６
回
理
事
会

令
和
５
年
６
月
22
日

第
７
回
理
事
会

令
和
５
年
７
月
19
日
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畜

魂

祭

ナ
イ
タ
イ

ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場

高
原
牧
場

生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催生産資材店舗前 販売促進会開催

　

当
組
合
が
平
成
二
十
五
年
度
よ
り

上
士
幌
町
か
ら
指
定
管
理
を
受
け
運

営
し
て
い
る
「
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ

高
原
牧
場
」
は
、
日
本
一
広
大
な
牧

場
で
乳
牛
等
を
健
康
で
良
質
な
乳
用

牛
と
し
て
育
て
、
畜
主
に
届
け
る
た

め
の
公
共
牧
場
と
し
て
昭
和
四
十
七

年
か
ら
永
き
に
渡
り
運
営
し
て
き
た
。

　

こ
の
度
、
畜
霊
供
養
を
通
し
人
間

が
生
き
て
い
く
た
め
に
犠
牲
に
な
っ

た
家
畜
の
存
在
を
再
認
識
し
、
鎮
魂

と
感
謝
の
「
慈
し
む
心
」
を
育
み
、

「
家
畜
は
命
を
我
々
人
間
に
預
け
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
「
我
々

人
間
は
そ
の
家
畜
の
命
を
預
か
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
さ
に

「
畜
産
は
命
の
産
業
」
で
あ
る
こ
と

を
我
々
は
今
一
度
命
の
糧
と
な
っ
て

い
る
家
畜
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

充
実
し
た
飼
養
管
理
の
徹
底
と
防
疫

体
制
を
強
化
し
畜
産
振
興
に
全
力
を

尽
く
す
こ
と
を
誓
い
な
が
ら
、
牛
の

霊
を
慰
め
る
目
的
で
令
和
五
年
七
月

二
十
七
日
（
木
）
午
前
十
時
三
十
分

よ
り
、
上
士
幌
町
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧

場
畜
霊
供
養
塔
前
（
管
理
棟
事
務
所

横
）
に
て
畜
魂
祭
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
上
士
幌
町
高
橋
昭
博
代
表
理

事
組
合
長
、
上
士
幌
町
竹
中
貢
町
長
、

Ｊ
Ａ
全
農
Ｅ
Ｔ
研
究
所
大
野
喜
雄
所

長
、
関
係
機
関
か
ら
総
勢
二
十
名
が

出
席
し
、
神
事
に
よ
る
畜
魂
祭
と
な

っ
た
。

　

直
会
で
は
、
高
橋
代
表
理
事
組
合

長
よ
り
「
現
在
、
酪
農
畜
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
コ
ロ
ナ
渦
や
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
円
安
の

影
響
に
よ
り
牛
乳
の
消
費
低
迷
や
輸

入
飼
料
・
肥
料
が
高
騰
し
て
お
り
過

去
に
例
が
な
い
ほ
ど
大
変
な
状
況
に

置
か
れ
て
お
り
、
酪
農
生
産
者
は
生

乳
生
産
抑
制
に
よ
り
預
託
頭
数
削
減

で
ナ
イ
タ
イ
高
原
牧
場
は
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
状
況
下
に
お

い
て
も
充
実
し
た
飼
養
管
理
の
徹
底

と
防
疫
体
制
を
強
化
し
、
上
士
幌
町

畜
産
振
興
の
た
め
に
邁
進
し
て
い
く
。」

と
開
会
挨
拶
が
あ
り
、
来
賓
挨
拶
で

は
竹
中
町
長
か
ら
「
家
畜
の
御
霊
を

慰
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
畜
産

業
支
え
て
き
た
こ
と
に
感
謝
を
申
し

上
げ
る
。
昨
今
の
酪
農
情
勢
は
厳
し

畜魂祭の様子畜魂祭の様子

生産資材店舗前　販売促進会の様子生産資材店舗前　販売促進会の様子

高橋組合長挨拶高橋組合長挨拶

く
、
残
念
な
こ
と
に
牛
本
来
の
使
命

を
果
た
す
前
に
多
く
の
命
を
落
と
し

て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
は
あ

っ
て
は
な
ら
ず
、
食
料
安
全
保
障
の

観
点
か
ら
国
は
政
策
的
に
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
述
べ

ら
れ
た
。

　

続
い
て
大
野
所
長
の
音
頭
に
よ
る

牛
乳
の
乾
杯
を
行
い
、
大
道
専
務
理

事
の
挨
拶
で
終
了
し
た
。

　収穫期前の部品展示即売会が８月９日～10日の２日間、農協の生産資材店舗前にてメーカー協力の

もと開催された。

　作業着やトアスプレー・特価長靴等多数用意され、お得になった商品や農作業に向けた消耗品を買

い揃えていた。メーカー販売担当者からの機能説明が行われ、賑わいを見せた展示会となった。



Ｊ Ａ か み し ほ ろ 令和５年９月１日第437号（ ）10

酪 農 情 報
令和５年度６月　生乳受託販売実績数量

受託
戸数

受託乳量 前年比
乳　代
①

単価
補給金
②

合　　　計
①＋②

単価
前年
との差

上士幌町
戸
57

㎏
10,453,472.0

％
93.4

円
1,086,215,035

円
103.91

円
91,522,234

円
1,177,737,269

円
112.66 9.99

十　勝

管内計
1,001 107,364,473.0 95.4 11,156,235,429 103.91 939,997,437 12,096,232,866 112.67 9.84

全道計 4,566 334,928,934.5 96.4 35,005,469,446 104.52 2,932,369,807 37,937,839,253 113.27 9.83

累計受託乳量㎏ 前年比 単　価
前年

との差
乳脂肪率

％

無脂固形率

％

上士幌町
㎏

31,997,901.0
％

94.7
円

112.7
％

10.2
％

3.911
％

8.808

十　勝 
管内計

325,776,355.8 95.2 112.6 10.0 3.921 8.798

全道計 1,009,482,329.0 95.6 113.2 10.0 3.986 8.786

家畜市場成績
令和５年度　ホクレン十勝肉牛市場消流情報（５.７.５）（５.７.20）

黒毛和種・メス 黒毛和種・去 乳用交雑・メス 乳用交雑・去

出場頭数 頭 482 655 1,638 1,558

成立頭数 頭 445 620 1,579 1,474

売買比率 ％ 92.3 94.7 96.4 94.6

売買金額 円 244,396,900 432,995,200 471,661,300 526,581,000

最高金額 円 1,025,200 1,102,200 523,600 477,400

最低金額 円 88,000 38,500 78,100 99,000

平均金額 円 549,207 698,379 298,709 357,246

令和５年度　ホクレン十勝地区乳牛市場消流情報（５.７.10）

初妊牛小計 経産牛小計 合　計 上士幌町

出場頭数 頭 769 161 933 41

成立頭数 頭 671 134 808 36

売買比率 ％ 87.3 83.2 86.6 87.8

売買金額 円 306,175,100 36,999,600 344,199,900 16,569,300

最高金額 円 853,600 512,600 853,600 731,500

最低金額 円 205,700 110,000 110,000 156,200

平均金額 円 456,297 276,116 425,990 460,258
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人間ドック受診の
お知らせ
令和５年度人間ドックの検診事業が始まっています。

受診を希望されている方は今一度、ご自身の受診日の確認をよろしくお願い致します。

日頃の成果を発揮して

年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会年金友の会 パークゴルフ大会
　

年
金
友
の
会
（
遠
山
昇
会
長
）
は
六

月
十
五
日
、
高
台
公
園
で
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
大
会
を
行
っ
た
。

　

会
員
の
健
康
増
進
と
交
流
を
深
め
る

た
め
同
会
発
足
後
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
二
十
二
名
参
加
し
た
。

　

当
日
は
曇
天
の
下
で
の
プ
レ
ー
と
な

っ
た
。

　

十
時
頃
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ
、
遠

山
会
長
よ
り
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

発
揮
し
、
交
流
を
深
め
る
と
と
も
に
、

皆
さ
ん
怪
我
の
な
い
よ
う
存
分
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
。
そ
の
後
、

大
道
専
務
よ
り
祝
辞
を
頂
き
、
ゲ
ー
ム

へ
と
移
っ
た
。

　

各
組
三
～
四
名
で
回
り
、
各
ホ
ー
ル

か
ら
は
真
剣
に
狙
い
を
定
め
て
シ
ョ
ッ

ト
を
放
つ
姿
が
見
ら
れ
た
。

　

十
一
時
を
過
ぎ
た
頃
か
ら
次
々
に
ホ

ー
ル
ア
ウ
ト
し
、
グ
ル
ー
プ
毎
に
ス
コ

ア
の
集
計
と
水
分
補
給
を
し
な
が
ら
、

健
闘
を
讃
え
合
っ
た
。

　

表
彰
式
で
は
男
女
の
上
位
入
賞
者
に

盾
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
、
他
に
も
各

賞
が
発
表
さ
れ
、
名
前
が
呼
ば
れ
る
度

に
仲
間
か
ら
拍
手
喝
采
の
祝
福
を
受
け

て
い
た
。

◦
成
績
発
表
◦

男
性
の
部

　

一
位　

高　

倉　

直　

一

　

二
位　

大　

平　

義　

勝

　

三
位　

高　

橋　

慶　

一

女
性
の
部

　

一
位　

田　

坂　

友　

子

　

二
位　

嶋　

木　

美
津
子

　

三
位　

松　

井　

京　

子

成績上位入賞者成績上位入賞者

遠山会長挨拶遠山会長挨拶

ナイスショットナイスショット��狙いをさだめて狙いをさだめて
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「ＳＮＳ上の投資関係情報から約1,300万円を
� 振り込んでしまう詐欺被害発生」（７/21）

　本年６月上旬から７月中旬までの間にかけて、札幌市内居住の50歳代男

性が、投資に関するＳＮＳのコミュニティで知り合った投資アドバイザーを

介してＦＸ関連のアプリをダウンロードしました。その後、投資アドバイザ

ーの指示により９回合計約1,300万円を投資目的で指定の口座に振り込み、

アプリ上では、資産が増加しているように偽装表示されていましたが、実際

には現金をだまし取られていたという詐欺事件が発生しました。

ＳＮＳ上での投資にかかるうまい話は詐欺を疑ってください！
お金を支払う前に、家族や警察に相談してください！　　　　

警察相談ダイヤル♯9110にお気軽にご相談ください。

【詐欺電話がきたら♯9110】

【金融機関の皆様へ】
　高額現金の引き出しに来たお客さまへの声かけの際は、「チェック

リスト」を活用の上、通報基準に合致する場合は必ず通報をお願いし

ます。

【関係機関及び各事業者の皆様へ】
　この情報は、できる限り多くの道民の皆様に伝達できますよう、ご

傘下の企業、ご家族、ご友人、お知り合い、ご近所の方に対して情報

提供をお願します。

北海道警察本部生活安全企画課
特殊詐欺抑止対策係０１１－２５１－０１１０（内線3037）


